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我々は、SQUID を用いた地磁気の高感度計測の実用化を目的として検証を行っている。30Hz 以

下の超低周波領域での興味ある地磁気変動としては、シューマン共鳴（7~35Hz）[1]、電離層ア

ルフヴェン共鳴（0.5~5Hz）[2]、重力音波（~0.005Hz）[3]などが知られており、これらの現象

はその発生メカニズムの解明だけでなく、地殻変動やグローバルな気候変動との関連性も注目さ

れている[4]。ただし、これらの信号は全て 1pT/√Hz 程度かそれ以下のレベルであり、通常のフ

ラックスゲート磁力計では検出が困難で、一般的にはインダクションコイルによる観測が行われ

ている。しかしながらインダクションコイルは計測周波数帯域が限られ、1Hz 以下の低周波領域

での計測は難しい。一方SQUIDは DCから数 kHzまでの広い周波数帯域で高感度計測が可能である。	
 

前回の発表[5]では、開発した SQUID 地磁気計測システムの評価と課題を報告した。今回の発表

では、その後の野外計測結果および課題であった FLL 由来の低周波ドリフトノイズの改善などシ

ステムの改良ついての報告を行う。	
 

図 1 に計測したシューマン共鳴のスペクトル例（南北成分）を示す。24bit ロガーを用い、サ

ンプリング周波数 200Hz で収録した 1 時間の計測データを FFT したものである。基本波から 5 次

のモードまでのシューマン共鳴が計測できていることがわかる。ただしこのデータは従来の直接

読み出し方式 FLL によって SQUID を動作させて計測したものであり、計測信号には地磁気変動だ

けでなく FLL 由来の低周波ノイズが含まれている。そこで今回、SQUID のバイアス電流のスイッ

チングとサンプルホールド機能を用いた直接読み出し方式の低ドリフト FLL を開発した。図 2 は

従来の FLL と今回の FLL による SQUID ノイズ（超伝導シールド時）の比較である。従来型に比べ

高周波域では原理上ノイズが若干増加するものの、10Hz 以下の低周波領域でのノイズは低減され

た。今後、この FLL と 24bit ロガーをバッテリ駆動にして、野外での計測試験を行う予定である。	
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図 1 本システムで計測されたシューマン共鳴 
 

図 2 従来の FLL と低ドリフト FLL でのノイズの比較 
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